
 

 

 

 

 

 

ＪＡイチゴ研修会の開催を支援 

 

6月18日にＪＡ東びわこイチゴ部会の栽培研修会が開催され、生産者10名が出席しました。

当課は研修の講師を務め、その開催を支援しました。 

 

当部会のイチゴの安定生産に向け、定期的な研修会の開催を支援しています。 

研修会では、今後の重要な育苗管理について説明し、安定した子苗生産が行われるよう説明

しました。特に、本ぽでの病害虫発生を軽減するには、育苗期間中にうどんこ病やハダニ類と

いった難防除病害虫の防除を徹底しておく必要があることから、夏期のうどんこ病の集中防除

や気門封鎖剤を利用したハダニ類の多発防止策の実施など、重要な防除のポイントについて、

生産者の理解を深めました。 

次に、H30年の台風21号のハウス被害を振り返ることで、ハウスの向きにより必要な強風対

策が異なることを強調し、各ハウスの実情に応じた補強対策を行うよう啓発しました。また、

台風被害の軽減には、日常の点検・管理が重要であることから、「ハウス周辺に飛来するような

物を置いていませんか。」「被覆資材にたるみや破れはありませんか。」といった12個の点検項

目を記載した、チェックリストに生産者自ら回答いただき、各ハウスの問題点と今後の改善策

の必要性がしっかりと認識されるよう誘導しました。 

 

今後も、安定したイチゴ生産が行われるよう現地支援を行うとともに、台風被害のリスク軽

減に向けて啓発活動を継続していきます。 
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